
 １２ 情報教育／プログラミング教育   情報教育の目標は、情報活用能力の育成を通じて、子どもたちが生涯を通して、社会の様々
な変化に主体的に対応できるための基礎・基本の習得を目指すことである。 
将来の予測が難しい社会において、情報を主体的に捉えながら、何が重要かを主体的に考え、
見いだした情報を活用しながら他者と協働し、新たな価値の創造に挑んでいくためには、情報
活用能力の育成が重要となる。また、情報技術は人々の生活にますます身近なものとなってい
くと考えられるが、そうした情報技術を手段として学習や日常生活に活用できるようにしてい
くことも重要となる。     情報活用能力という用語は以前から用いられてきたが、新学習指導要領において、以下のよ
うに明記された。      こうした情報活用能力については、これまで「情報活用の実践力」「情報の科学的な理解」「情
報社会に参画する態度」の３観点と８要素に整理されてきているが、今後、教育課程を通じて
体系的に育んでいくため、次の資質・能力の三つの柱に沿って再整理された。                                   
１ 情報教育で育成をめざす資質・能力 

 
・情報と情報技術を適切に活用するため
の知識と技能 

・情報と情報技術を活用して問題を発
見・解決するための方法についての理
解 

・情報社会の進展とそれが社会に果たす
役割と及ぼす影響についての理解 

・情報に関する法・制度やマナーの意義
と情報社会において個人が果たす役割
や責任についての理解  

・様々な事象を情報とその結び付きの視
点から捉える力 
・問題の発見・解決に向けて情報技術を
適切かつ効果的に活用する力 
・複数の情報を結び付けて新たな意味を
見いだしたり、自分の考えを深めたり
する力 

２ 教育課程編成上のポイント  各学校においては、児童（生徒）の発達の段階を考慮し、言語能力、情報活用能力（情報モラルを含
む。）、問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育成していくことができるよう、各教科
等の特質を生かし、教科等横断的な視点からの教育課程の編成を図るものとする。 

（学習指導要領総則 第２の２の（１）より）  情報活用能力の育成を図るため、各学校において、コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報
手段を活用するために必要な環境を整え、これらを適切に活用した学習活動の充実を図ること。また、
各種の統計資料や新聞、視聴覚教材や教育機器などの教材・教具の適切な活用を図ること。       

（学習指導要領総則 第３の１の（３）より） 
 世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、情報及び情報技術を適切かつ効果的に
活用して、問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりしていくために必要な資質・能力。  情報活用能力をより具体的に捉えれば、学習活動において必要に応じてコンピュー

タ等の情報手段を適切に用いて情報を得たり、情報を整理・比較したり、得られた情
報を分かりやすく発信・伝達したり、必要に応じて保存・共有したりといったことが
できる力であり、さらに、このような学習活動を遂行する上で必要となる情報手段の
基本的な操作の習得や、プログラミング的思考、情報モラル、情報セキュリティ、統
計等に関する資質・能力等も含むものとなります。 

 
・情報を多面的・多角的に吟味しその価値を見極めていこうとする態度 
・自らの情報活用を振り返り、評価し改善しようとする態度 
・情報モラルや情報に対する責任について考え行動しようとする態度 
・情報社会に主体的に参画し、その発展に寄与しようとする態度 学びに向かう力、人間性等 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 
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 小学校段階ではコンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親しませること
から始め、学習活動を円滑に進めるために必要な程度の速さでのキーボードなどによる文字の
入力、電子ファイルの保存・整理、インターネット上の情報の閲覧や電子的な情報の送受信や
共有などの基本的な操作を確実に身に付けさせるための学習活動を、カリキュラム・マネジメ
ントにより各教科等の特質に応じて計画的に実施していく。 
（例） 
 ・文章を編集したり図表を作成したりする学習活動 
 ・様々な方法で情報を収集して調べたり比較したりする学習活動 
 ・情報手段を使った情報の共有や協働的な学習活動 
 ・情報手段を適切に活用して調べたものをまとめたり発表したりする学習活動 

 

 

 

 

  
◇◇情情報報活活用用能能力力育育成成ののポポイインントト  
【①コンピュータ等の環境を整え、これらを活用した学習活動の充実を図る】 
 国において示す整備指針等を踏まえつつ、校内の ICT環境の整備に努め、児童生徒も教師もい
つでも使えるようにしておく。 

（例） 
・教室内での配置等を工夫して、児童生徒や教師が情報機器の操作に手間取ったり時間がかかっ
たりすることなく活用できるように工夫する。 

【②教材・教具の適切な活用を図る】 
 各教科等の指導に当たっては、各種の統計資料や新聞、視聴覚教材や教育機器などの教材・教
具の適切な活用を図る。 
（例） 
・各種統計資料や新聞等、とりわけ信頼性が高い情報や整理されている情報、正確な読み取りが
必要な情報などを授業に活用していく。 

・観察・実験を記録した映像や実技の模範を示す映像、外国語の音声等を、児童生徒が納得を得
るまで必要な箇所を選んで繰り返し視聴する。 

・分かったことや考えたことをワープロソフトやプレゼンテーションソフトを用いてまとめる。 
【③情報モラル教育を行う】 
 他者への影響を考え、人権、知的財産権など自他の権利を尊重し情報社会での行動に責任をも
つことや、犯罪被害を含む危険の回避など情報を正しく安全に利用できること、コンピュータな
どの情報機器の使用による健康との関わりを理解する。 
 情報モラルに関する指導は、道徳科や特別活動のみで実施するものではなく、各教科等との連
携や、さらに生徒指導との連携も図りながら実施することが重要である。 
（例） 
・情報発信による他者や社会への影響について考えさせる学習活動。 
・ネットワーク上のルールやマナーを守ることの意味について考えさせる学習活動。 
・情報には自他の権利があることを考えさせる学習活動。 
・情報には誤ったものや危険なものがあることを考えさせる学習活動。 
・健康を害するような行動について考えさせる学習活動。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◇◇情情報報手手段段のの基基本本的的なな操操作作のの習習得得   小学校においては、上記のことにあわせて各教科等の特質に応じて、次の学習活動を

計画的に実施することとされています。 
 ア 児童がコンピュータで文字を入力するなどの学習の基盤として必要となる情報

手段の基本的な操作を習得するための学習活動。 
 イ 児童がプログラミングを体験しながら、コンピュータに意図した処理を行わせる

ために必要な論理的思考力を身に付けるための学習活動。 

 前述のように、すべての学習の基盤として「情報活用能力」が明記されました。情報活

用能力を各教科等横断的に育成するためには、全ての教科等において、情報活用能力を育

成しやすい学習場面を見いだし、それぞれの教科等の特質に応じる形で、児童生徒が ICT

を活用し、様々な情報を取り扱うような学習活動の充実を図ることが必要です。 

 各教科等の学習においてコンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を

活用していくに当たっては、少なくとも児童が学習活動に支障のない程度にこれら
の情報手段の操作を身に付けている必要があります。 
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プログラミング教育は、学習指導要領において「学習の基盤となる資質・能力」と位置付けら

れた「情報活用能力」の育成や情報手段（ＩＣＴ）を「適切に活用した学習活動の充実」を進め
る中に適切に位置付ける必要がある。 
 

小学校においてはプログラミング教育が必修となります。 
各教科等の特質に応じて，次の学習活動を計画的に実施すること。 

イ 児童がプログラミングを体験しながら，コンピュータに意図した処理を行わせるために必
要な論理的思考力を身に付けるための学習活動 

（学習指導要領 第１章総則 第３の１の（３）より）  
◇プログラミング教育を通じて育成を目指す資質・能力    
◇プログラミング的思考と情報活用能力 

新しい学習指導要領
において、情報活用能力
は、「学習の基盤となる
資質・能力」と位置付け
られ、「教科等横断的な
視点から教育課程の編
成を図」り育成すること
とされている。 
そして、学習指導要領

解説総則編においては、
「情報活用能力」は、学
習活動において必要に
応じてコンピュータ等
の情報手段を適切に用
いて、情報を得たり、整
理・比較したり、発信・
伝達したり、保存・共有
したりといったことが
できる力であり、さらに、
このような学習活動に
必要な情報手段の基本

的な操作技能や、プログラミング的思考、情報モラル、情報セキュリティ等に関する資質・能力
も含むものとされている。 
こうした情報活用能力を育むためには、単にプログラミング教育を充実し「プログラミング的

思考」を育めばよいということではなく、情報を収集・整理・比較・発信・伝達する等の力をはじ
め、情報モラルや情報手段の基本的な操作技能なども含めたトータルな情報活用能力を育成する
中に、「プログラミング的思考」の育成を適切に組み入れていく必要がある。 

３ プログラミング教育 

〔令和元年度 小学校プログラミング教育担当者等セミナー 引用〕 

〔小学校プログラミング教育の手引（第三版）引用〕 

各学校において、プ

ログラミング教育を実

施する場面は、教育課

程全体を見渡しながら

適切に位置付け、必要

に応じて外部の支援を

得ながら、実施するこ

とが必要です。 

児童に、「コンピュータに意図した処理を行うよう指示することができるということ」
を各教科等で体験させながら、 
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◇◇小小学学校校段段階階ののププロロググララミミンンググにに関関すするる学学習習活活動動のの分分類類  
プログラミング教育は、学習指導要領に例示した単元等はもちろんのこと、多様な教科・学

年・単元等において取り入れることや、教育課程内において、各教科等とは別に取り入れるこ

とも可能であり、児童がプログラミングを体験しながら、コンピュータに意図した処理を行わ

せるために必要な論理的思考力を身に付けるための学習活動を行う必要がある。  さらに、プログラミング教育は教育課程外の様々な場面でも実施することが考えられる。  
Ａ分類及びＢ分類は、学

習指導要領に例示されてい

るか、いないかの違いはあ

るが、どちらも、各教科等

での学びをより確実なもの

とするための学習活動とし

てプログラミングに取り組

むものである。 
Ｃ分類は、学習指導要領に

示されている各教科等とは

別にプログラミングに関す

る学習を行うものである。Ｃ

分類では、「プログラミング

的思考」の育成、プログラムのよさ等への「気付き」やコンピュータ等を上手に活用しようとす

る態度の育成を図ることなどをねらいとした上で、 
・プログラミングの楽しさや面白さ、達成感などを味わえる題材を設定する 
・各教科等におけるプログラミングに関する学習活動の実施に先立って、プログラミング言語

やプログラミングの技能の基礎について学習する 
・各教科等の学習と関連させた具体的な課題を設定する 
こともでき、各学校の創意工夫を生かした取組が期待されます。ただし、この場合には、児童の

負担過重とならない範囲で実施することが前提であることに留意する必要がある。 
Ｄ分類は、教育課程内で、クラブ活動など特定の児童を対象として実施されるものである。 
Ｅ分類及びＦ分類は、学校の教育課程に位置付くものではないが、地域や企業・団体等におい

てこれらの学習機会が豊富に用意され、児童の興味・関心等に応じて提供されることが期待され

るところであり、各学校においても、児童の興味・関心等を踏まえ、こうした学習機会について

適切に紹介するなど、相互の連携・協力を強化することが望まれる。          
◇◇中中学学校校ににおおけけるるププロロググララミミンンググ教教育育  
中学校技術家庭科（技術分野）では、小学校において育成された資質・能力を土台に、生活

や社会の中からプログラムに関わる問題を見いだして課題を設定する力、プログラミング的思

考等を発揮して解決策を構想する力、処理の流れを図などに表し試行等を通じて解決策を具体

化する力などの育成や、順次、分岐、反復といったプログラムの構造を支える要素等の理解を

目指すために、「情報に関する技術」において、次のような内容を取り扱う。 
○従前はソフトウェアを用いて学習することの多かった「ディジタル作品の設計と制作」に関

する内容について、プログラミングを通して学ぶこと。 
○制作するコンテンツのプログラムに対して「ネットワークの利用」及び「双方向性」の規定

を追加。 

算数科、理科、総合的な学習の時間において、児童がプログラミングを体験しなが

ら、論理的思考力を身に付けるための学習活動を取り上げる内容やその取扱いについ

て例示しているが（学習指導要領第２章第３節算数第３の２（２）及び同第４節理科

第３の２（２）、第５章総合的な学習の時間第３の２（９））、例示以外の内容や教科

等においても、プログラミングを学習活動として実施することが可能であり、プログ

ラミングに取り組むねらいを踏まえつつ、学校の教育目標や児童の実情等に応じて工

夫して取り入れていくことが求められています。 

〔小学校プログラミング教育の手引（第三版）引用〕 
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 新学習指導要領における「情報に関する教育」について育成を目指す資質・能力に関する各教

科等の内容（主要なものを抜粋） 

小学校 中学校 

●総則 第 2の 2 

(1)各学校においては、児童の発達の段階を考慮
し、言語能力、情報活用能力（情報モラルを含
む。）、問題発見・解決能力等の学習の基盤となる
資質・能力を育成していくことができるよう、各
教科等の特質を生かし、教科等横断的な視点から
教育課程の編成を図るものとする。 
●総則 第 3の 1 
(3)第2の2の(1)に示す情報活用能力の育成を図る
ため、各学校において、コンピュータや情報通
信ネットワークなどの情報手段を活用するため
に必要な環境を整え、これらを適切に活用した
学習活動の充実を図ること。また、各種の統計
資料や新聞、視聴覚教材や教育機器などの教
材・教具の適切な活用を図ること。あわせて、
各教科等の特質に応じて、次の学習活動を計画
的に実施すること。 
ア 児童がコンピュータで文字を入力するなどの
学習の基盤として必要となる情報手段の基本的
な操作を習得するための学習活動 

イ 児童がプログラミングを体験しながら、コン
ピュータに意図した処理を行わせるために必要
な論理的思考力を身に付けるための学習活動 

●総則 第 2の 2 
(1)各学校においては、生徒の発達の段階を考慮
し、言語能力、情報活用能力（情報モラルを含
む。）、問題発見・解決能力等の学習の基盤となる
資質・能力を育成していくことができるよう、各
教科等の特質を生かし、教科等横断的な視点から
教育課程の編成を図るものとする。 

 
●総則 第3の1 

(3) 第2の2の(1)に示す情報活用能力の育成を図る
ため、各学校において、コンピュータや情報通信
ネットワークなどの情報手段を活用するために必
要な環境を整え、これらを適切に活用した学習活
動の充実を図ること。また、各種の統計資料や新
聞、視聴覚教材や教育機器などの教材・教具の適
切な活用を図ること。 

●国語科（第2 各学年の目標及び内容） 

2〔知識及び技能〕 

〈第1学年及び2学年〉 
(2)ア 共通、相違、事柄の順序など情報と情報と
の関係について理解すること。 
〈第3学年及び4学年〉 
(2)ア 考えとそれを支える理由や事例、全体と中
心など情報と情報との関係について理解するこ
と。 

(3)オ 幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や
情報を得ることに役立つことに気付くこと。 
〈第 5学年及び 6学年〉 
(2)ア 原因と結果など情報と情報との関係につい
て理解すること。 

(2)イ 情報と情報との関係付けの仕方、図などに
よる語句と語句との関係の表し方を理解し使う
こと。 

2〔思考力、判断力、表現力等〕Ａ 

〈第3学年及び4学年〉 
(2)イ 質問するなどして情報を集めたり、それら
を発表したりする活動。 

2〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ 

〈第3学年及び4学年〉 
(2)ウ 学校図書館などを利用し、事典や図鑑など
から情報を得て、分かったことなどをまとめて説
明する活動。 

〈第 5学年及び 6学年〉 
(2)ウ 目的に応じて、文章と図表などを結び付け
るなどして必要な情報を見付けたり、論の進め方
について考えたりすること。 
第 3（指導計画の作成と内容の取扱い） 

2(1)ウ 第3学年におけるローマ字の指導に当た
っては、第5章総合的な学習の時間の第3の2の
(3)に示す、コンピュータで文字を入力するなど
の学習の基盤として必要となる情報手段の基本
的な操作を習得し、児童が情報や情報手段を主
体的に選択し活用できるよう配慮することとの
関連が図られるようにすること。 

2(2) 第2の内容の指導に当たっては、児童がコ

●国語科（第 2 各学年の目標及び内容） 

2〔知識及び技能〕 

〈第1学年〉 
(2)ア 原因と結果、意見と根拠など情報と情報との
関係について理解すること。 

(2)イ 比較や分類、関係付けなどの情報の整理の仕
方、引用の仕方や出典の示し方について理解を深
め、それらを使うこと。 

(3)オ 読書が、知識や情報を得たり、自分の考えを
広げたりすることに役立つことを理解すること。 
〈第2学年〉 
(2)ア 意見と根拠、具体と抽象など情報と情報との
関係について理解すること。 

(2)イ 情報と情報との関係の様々な表し方を理解し
使うこと。 
〈第3学年〉 
(2)ア 具体と抽象など情報と情報との関係について
理解を深めること。 

(2)イ 情報の信頼性の確かめ方を理解し使うこと。 
2〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ  

(2)イ 情報を編集して文章にまとめるなど、伝えた
いことを整理して書く活動。 

2〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ 

〈第 1学年〉 
(1)ウ 目的に応じて必要な情報に着目して要約した
り、場面と場面、場面と描写などを結び付けたりし
て、内容を解釈すること。 

(2)ウ 学校図書館などを利用し、多様な情報を得て、
考えたことなどを報告したり資料にまとめたりす
る活動。 
〈第 2学年〉 
(2)イ 目的に応じて複数の情報を整理しながら適切
な情報を得たり、登場人物の言動の意味などについ
て考えたりして、内容を解釈すること。 

(2)ウ 本や新聞、インターネットなどから集めた情
報を活用し、出典を明らかにしながら、考えたこと
などを説明したり提案したりする活動。 
第 3（指導計画の作成と内容の取扱い） 
2(2) 第 2 の内容の指導に当たっては、生徒がコン

４ 新学習指導要領における情報教育 
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ンピュータや情報通信ネットワークを積極的に
活用する機会を設けるなどして、指導の効果を
高めるよう工夫すること。 

ピュータや情報通信ネットワークを積極的に活用
する機会を設けるなどして、指導の効果を高めるよ
う工夫すること。 

●社会科 
第1 目標 
(1) （略）様々な資料や調査活動を通して情報
を適切に調べまとめる技能を身に付けるように
する。 
第2（各学年の目標及び内容） 
1(1)（目標） 
〈第3学年〉 
（略）必要な情報を調べまとめる技能を身に

付けるようにする。 
〈第4学年〉 
（略）調査活動、地図帳や各種の具体的資料

を通して、必要な情報を調べまとめる技能を身
に付けるようにする。 
〈第5学年〉 
（略）地図帳や地球儀、統計などの各種の基礎
的資料を通して、情報を適切に調べまとめる技
能を身に付けるようにする。 
〈第6学年〉 
（略）地図帳や地球儀、統計や年表などの各種
の基礎的資料を通して、情報を適切に調べまと
める技能を身に付けるようにする。 

2（内容） 
〈第5学年〉 
(4)ア(ア) 放送、新聞などの産業は、国民生活
に大きな影響を及ぼしていることを理解するこ
と。 

(4)ア(イ) 大量の情報や情報通信技術の活用
は、様々な産業を発展させ、国民生活を向上さ
せていることを理解すること。 

(4)ア(ウ) 聞き取り調査をしたり映像や新聞な
どの各種資料で調べたりして、まとめること。 

(4)イ(ア) 情報を集め発信するまでの工夫や努
力などに着目して、放送、新聞などの産業の様
子を捉え、それらの産業が国民生活に果たす役
割を考え、表現すること。 

(4)イ(イ) 情報の種類、情報の活用の仕方など
に着目して、産業における情報活用の現状を捉
え、情報を生かして発展する産業が国民生活に
果たす役割を考え、表現すること。 

 
第 3（指導計画の作成と内容の取扱い） 
2(2) 学校図書館や公共図書館、コンピュータな
どを活用して、情報の収集やまとめなどを行うよ
うにすること。 

●社会科 
第 1 目標 
(1) （略）調査や諸資料から様々な情報を効果的に
調べまとめる技能を身に付けるようにする。 
第 2（各分野の目標及び内容） 
1(1)（目標） 
〈地理的分野〉 
  （略）調査や諸資料から地理に関する様々な情報
を効果的に調べまとめる技能を身に付けるように
する。 
〈歴史的分野〉 
（略）諸資料から歴史に関する様々な情報を効果

的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 
〈公民的分野〉 
（略）諸資料から現代の社会的事象に関する情報

を効果的に調べまとめる技能を身に付けるように
する。 

2（内容） 
〈地理的分野〉 
D ア(カ) 日本や国内地域に関する各種の主題図や
資料を基に、地域区分をする技能を身に付けている
こと。 
〈歴史的分野〉 
C(2)3 イ 調査や諸資料から歴史に関わる事象につ
いての様々な情報を効果的に収集し、読み取り、ま
とめる技能を身に付ける学習を重視すること。その
際、年表を活用した読み取りやまとめ、文献、図版
などの多様な資料、地図などの活用を十分に行うこ
と。 
〈公民的分野〉 
D3(2)ア(ア) 「情報化」については、人工知能の急
速な進化などによる産業や社会の構造的な変化な
どと関連付けたり、災害時における防災情報の発
信・活用などの具体的事例を取り上げたりするこ
と。 

3（内容の取扱い） 
〈地理的分野〉 
(2)イ 地図の読図や作図、景観写真の読み取り、地域
に関する情報の収集や処理などの地理的技能を身
に付けるに当たっては、系統性に留意して計画的に
指導すること。 
〈歴史的分野〉 
(1)イ 調査や諸資料から歴史に関わる事象につい
ての様々な情報を効果的に収集し、読み取り、まと
める技能を身に付ける学習を重視すること。その
際、年表を活用した読み取りやまとめ、文献、図版
などの多様な資料、地図などの活用を十分に行うこ
と。 
〈公民的分野〉 
(2)ア(ア) 「情報化」については、人工知能の急速
な進化などによる産業や社会の構造的な変化など
と関連付けたり、災害時における防災情報の発信・
活用などの具体的事例を取り上げたりすること。 
第 3（指導計画の作成と内容の取扱い） 
2(2) 情報の収集、処理や発表などに当たっては、学
校図書館や地域の公共施設などを活用するととも
に、コンピュータや情報通信ネットワークなどの情
報手段を積極的に活用し、指導に生かすことで、生
徒が主体的に調べ分かろうとして学習に取り組め
るようにすること。その際、課題の追求や解決の見
通しをもって生徒が主体的に情報手段を活用でき
るようにするとともに、情報モラルの指導にも留意
すること。 

 
 

●算数科（第 2 各学年の目標及び内容） 
1(2)（目標） 
〈第 1学年〉 
（略）データの個数に着目して身の回りの事象の
特徴を捉える力などを養う。 
〈第 2学年〉 
（略）身の回りの事象をデータの特徴に着目して
捉え、簡潔に表現したり考察したりする力などを
養う。 
〈第 3学年〉 
（略）身の回りの事象をデータの特徴に着目して
捉え、簡潔に表現したり適切に判断したりする力
などを養う。 
〈第 4学年〉 
（略）目的に応じてデータを収集し、データの特徴
や傾向に着目して表やグラフに的確に表現し、そ
れらを用いて問題解決したり、解決の過程や結果
を多面的に捉え考察したりする力などを養う。 
〈第 5学年〉 
（略）目的に応じてデータを収集し、データの特徴
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や傾向に着目して表やグラフに的確に表現し、そ
れらを用いて問題解決したり、解決の過程や結果
を多面的に捉え考察したりする力などを養う。 
〈第 6学年〉 
（略）身の回りの事象から設定した問題について、
目的に応じてデータを収集し、データの特徴や傾
向に着目して適切な手法を選択して分析を行い、
それらを用いて問題解決したり、解決の過程や結
果を批判的に考察したりする力などを養う。 

2（内容） 

〈第 1学年〉 
D(1)ア(ア)ものの個数について、簡単な絵や図な
どに表したり、それらを読み取ったりすること。 
〈第 2学年〉 
D(1)ア(ア)身の回りにある数量を分類整理し、簡
単な表やグラフを用いて表したり読み取ったり
すること。 
〈第 3学年〉 
D(1)ア(ア)日時の観点や場所の観点などからデー
タを分類整理し、表に表したり読んだりするこ
と。 
〈第 4学年〉 
D(1)ア(ア)データを二つの観点から分類整理する
方法を知ること。 
〈第 5学年〉 
D(1)ア(イ)データの収集や適切な手法の選択など
統計的な問題解決の方法を知ること。 
〈第 6学年〉 
D(1)ア(ウ)目的に応じてデータを収集したり適切
な手法を選択したりするなど、統計的な問題解決
の方法を知ること。 
第 3（指導計画の作成と内容の取扱い） 

2(2) 数量や図形についての感覚を豊かにした
り、表やグラフを用いて表現する力を高めたり
するなどのため、必要な場面においてコンピュ
ータなどを適切に活用すること。また、第1章総
則の第3の1の(3)のイに掲げるプログラミングを
体験しながら論理的思考力を身に付けるための
学習活動を行う場合には、児童の負担に配慮し
つつ、例えば第2の各学年の内容の〔第5学年〕
の「Ｂ図形」の(1)における正多角形の作図を行
う学習に関連して、正確な繰り返し作業を行う
必要があり、更に一部を変えることでいろいろ
な正多角形を同様に考えることができる場面な
どで取り扱うこと。 

 

●数学科（第 2 各学年の目標及び内容） 

1（目標） 

〈第 1学年〉 
(1)（略）データの分布と確率などについての基礎的
な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象
を数理的に捉えたり、数学的に解釈したり、数学的
に表現・処理したりする技能を身に付けるようにす
る。 

(2)（略）データの分布に着目し、その傾向を読み取
り批判的に考察して判断したり、不確定な事象の起
こりやすさについて考察したりする力を養う。 
〈第 2学年〉 
(1)（略）データの分布と確率などについての基礎的
な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象
を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

(2)（略）複数の集団のデータの分布に着目し、その
傾向を比較して読み取り批判的に考察して判断し
たり、不確定な事象の起こりやすさについて考察し
たりする力を養う。 

2（内容） 

〈第 1学年〉 
D(1)ア(イ) コンピュータなどの情報手段を用いる
などしてデータを表やグラフに整理すること。 
〈第 2学年〉 
D(1)ア(イ)コンピュータなどの情報手段を用いるな
どしてデータを整理し箱ひげ図で表すこと。 
〈第 3学年〉 
D(1)ア(イ)コンピュータなどの情報手段を用いるな
どして無作為に標本を取り出し、整理すること。 
第 3（指導計画の作成と内容の取扱い） 

2(2) 各領域の指導に当たっては、必要に応じ、そろ
ばんや電卓、コンピュータ、情報通信ネットワーク
などの情報手段を適切に活用し、学習の効果を高め
ること。 

2(3) 各領域の指導に当たっては、具体物を操作して
考えたり、データを収集して整理したりするなどの
具体的な体験を伴う学習を充実すること。 

●理科（第 2 各学年の目標及び内容） 

〈第 6学年〉 
1(1)① 燃焼の仕組み、水溶液の性質、てこの規則
性及び電気の性質や働きについての理解を図り、
観察、実験などに関する基本的な技能を身に付け
るようにする。 

2(4)ア(ウ) 身の回りには、電気の性質や働きを
利用した道具があること。 
第 3（指導計画の作成と内容の取扱い） 
2(2) 観察、実験などの指導に当たっては、指導
内容に応じてコンピュータや情報通信ネットワ
ークなどを適切に活用できるようにすること。
また、第1章総則の第3の1の(3)のイに掲げるプ
ログラミングを体験しながら論理的思考力を身
に付けるための学習活動を行う場合には、児童
の負担に配慮しつつ、例えば第2の各学年の内容
の〔第6学年〕の「Ａ物質・エネルギー」の(4)
における電気の性質や働きを利用した道具があ
ることを捉える学習など、与えた条件に応じて
動作していることを考察し、更に条件を変える
ことにより、動作が変化することについて考え
る場面で取り扱うものとする。 

 

●理科（第 3 指導計画の作成と内容の取扱い） 
2(4) 各分野の指導に当たっては、観察、実験の過程
での情報の検索、実験、データの処理、実験の計測
などにおいて、コンピュータや情報通信ネットワー
クなどを積極的かつ適切に活用するようにするこ
と。 

 
●音楽科（第 2 各学年の目標及び内容） 

2〔共通事項〕(1)ア 音楽を形作っている要素や要素
同士の関連を知覚し、それらの働きが生み出す特質
や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受した
こととの関わりについて考えること。 
第 3（指導計画の作成と内容の取扱い） 

2(1) 各学年の「A表現」及び「B鑑賞」の指導に当
たっては、次のとおり取り扱うこと。 
エ 生徒が様々な感覚を関連付けて音楽への理解を
深めたり、主体的に学習に取り組んだりすることが
できるようにするため、コンピュータや教育機器を
効果的に活用できるよう指導を工夫すること。 
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●生活科（第 2 各学年の目標及び内容） 

2(8) 自分たちの生活や地域の出来事を身近な
人々と伝え合う活動を通して、相手のことを想像
したり伝えたいことや伝え方を選んだりするこ
とができ、身近な人々と関わるよさや楽しさが分
かるとともに、進んで触れ合い交流しようとす
る。 
第 3（指導計画の作成と内容の取扱い） 

2(4)学習活動を行うに当たっては、コンピュータ
などの情報機器について、その特質を踏まえ、児
童の発達の段階や特性及び生活科の特質などに
応じて適切に活用するようにすること。 

●美術科（第 2 各学年の目標及び内容） 

〈第 1学年〉 
2A(1)ア(ア) 対象や事象を見つめ感じ取った形や
色彩の特徴の美しさ、想像したことなどを基に主題
を生み出し、全体と部分との関係などを考え、創造
的な構成を工夫し、心豊かに表現する構想を練るこ
と。 

2A イ(ア) 構成や装飾の目的や条件などを基に、対
象の特徴や用いる場面などから主題を生み出し、美
的感覚を働かせて調和のとれた美しさなどを考え、
表現の構想を練ること。 
〈第 2学年及び第 3学年〉 
2A(1)ア(ア) 対象や事象を深く見つめ感じ取った
ことや考えたこと、夢、想像や感情などの心の世界
などを基に主題を生み出し、単純化や省略、強調、
材料の組合せなどを考え、創造的な構成を工夫し、
心豊かに表現する構想を練ること。 

2A(1)イ(ア) 構成や装飾の目的や条件を基に、用い
る場面や環境、社会との関わりなどから主題を生み
出し、美的感覚を働かせて調和のとれた洗練された
美しさなどを総合的に考え、表現の構想を練るこ
と。 
第 3（指導計画の作成及び内容の取扱い） 

2(3) 各学年の「A表現」の指導に当たっては、生徒
の学習経験や資質・能力、発達の特性等の実態を踏
まえ、生徒が自分の表現意図に合う表現形式や技
法、材料などを選択し創意工夫して表現できるよう
に、次の事項に配慮すること。 
イ 美術の表現の可能性を広げるために、写真・ビデ
オ・コンピュータ等の映像メディアの積極的な活用
を図るようにすること。 

●音楽科（第 2 各学年の目標及び内容） 

2〔共通事項〕(1)ア 音楽を形づくっている要素を
聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白
さ、美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと
感じたことの関わりについて考えること。 
第 3（指導計画の作成と内容の取扱い） 
2 ウ 児童が様々な感覚を働かせて音楽への理解
を深めたり、主体的に学習に取り組んだりするこ
とができるようにするため、コンピュータや教育
機器を効果的に活用できるよう指導を工夫する
こと。 

●図画工作科（第 2 各学年の目標及び内容） 

〈第 1学年及び第 2学年〉 
2B(1)ア 身の回りの作品などを鑑賞する活動を
通して、自分たちの作品や身近な材料などの造形
的な面白さや楽しさ、表したいこと、表し方など
について、感じ取ったり考えたりし、自分の見方
や感じ方を広げること。 
〈第 3学年及び第 4学年〉 
2B(1)ア 身近にある作品などを鑑賞する活動を
通して、自分たちの作品や身近な美術作品、製作
の過程などの造形的なよさや面白さ、表したいこ
と、いろいろな表し方などについて、感じ取った
り考えたりして、自分の見方や感じ方を広げるこ
と。 
〈第 5学年及び第 6学年〉 
2B(1)ア 親しみのある作品などを鑑賞する活動
を通して、自分たちの作品、我が国や諸外国の親
しみのある美術作品、生活の中の造形などの造形
的なよさや美しさ、表現の意図や特徴、表し方の
変化などについて、感じ取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を深めること。 
第 3（指導計画の作成及び内容の取扱い） 

2(10) コンピュータ、カメラなどの情報機器を利
用することについては、表現や鑑賞の活動で使う
用具の一つとして扱うとともに、必要性を十分に
検討して利用すること。 

●技術・家庭科（第 2 各分野の目標及び内容） 

〈技術分野「D情報の技術」〉 

2(1) 生活や社会を支える情報の技術について調べ
る活動などを通して、次の事項を身に付けること
ができるよう指導する。 
ア 情報の表現、記録、計算、通信の特性等の原
理・法則と、情報のデジタル化や処理の自動化、
システム化、情報セキュリティ等に関わる基礎的
な技術の仕組み及び情報モラルの必要性について
理解すること。 

2(2) 生活や社会における問題を、ネットワークを
利用した双方向性のあるコンテンツのプログラミ
ングによって解決する活動を通して、次の事項を
身に付けることができるよう指導する。 
ア 情報通信ネットワークの構成と、情報を利用す
るための基本的な仕組みを理解し、安全・適切な
プログラムの制作、動作の確認及びデバッグ等が
できること。 
イ 問題を見いだして課題を設定し、使用するメデ
ィアを複合する方法とその効果的な利用方法等を
構想して情報処理の手順を具体化するとともに、
制作の過程や結果の評価、改善及び修正について
考えること。 

2(3) 生活や社会における問題を、計測・制御のプ
ログラミングによって解決する活動を通して、次
の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 計測・制御システムの仕組みを理解し、安全・
適切なプログラムの制作、動作の確認及びデバッ
グ等ができること。 
イ 問題を見いだして課題を設定し、入出力される
データの流れを元に計測・制御システムを構想し
て情報処理の手順を具体化するとともに、制作の
過程や結果の評価、改善及び修正について考える
こと。 

2(4) これからの社会の発展と情報の技術の在り方
を考える活動などを通して、次の事項を身に付け
ることができるよう指導する。 
ア 生活や社会、環境との関わりを踏まえて、技術

●家庭科（第 2 各学年の目標及び内容） 

1C(1)ア(イ) 身近な物の選び方、買い方を理解
し、購入するために必要な情報の収集・整理が適
切にできること。 
第 3（指導計画の作成及び内容） 

2(2) 指導に当たっては、コンピュータや情報通
信ネットワークを積極的に活用して、実習等にお
ける情報の収集・整理や、実践結果の発表などを
行うことができるように工夫すること。 

●体育科 第 3（指導計画の作成と内容の取扱い） 
2(3) 第 2 の内容の指導に当たっては、コンピュ
ータや情報通信ネットワークなどの情報手段を
積極的に活用し、各領域の特質に応じた学習活動
を行うことができるように工夫すること。その
際、情報機器の基本的な操作についても、内容に
応じて取り扱うこと。 
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●外国語科・外国語活動 
（第 2 各言語の目標及び内容等） 
2(2) 具体的な課題等を設定し、コミュニケーシ
ョンを行う目的や場面、状況などに応じて、情報
を整理しながら考えなどを形成し、これらを表現
することを通して、次の事項を身に付けることが
できるよう指導する。 
ア 身近で簡単な事柄について、伝えようとする
内容を整理した上で、簡単な語句や基本的な表現
を用いて、自分の考えや気持ちなどを伝え合うこ
と。 
イ 身近で簡単な事柄について、音声で十分に慣
れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を推測し
ながら読んだり、語順を意識しながら書いたりす
ること。 

3(2) 2の内容の取扱いについては、次の事項に配
慮するものとする。 
オ 児童が身に付けるべき資質・能力や児童の実
態、教材の内容などに応じて、視聴覚教材やコン
ピュータ、情報通信ネットワーク、教育機器など
を有効活用し、児童の興味・関心をより高め、指
導の効率化や言語活動の更なる充実を図るよう
にすること。 

の概念を理解すること。 
3(4) 内容の「D情報の技術」については、次のとお
り取り扱うものとする。 
ア (1)については、情報のデジタル化の方法と情報
の量、著作権を含めた知的財産権、発信した情報に
対する責任、及び社会におけるサイバーセキュリテ
ィが重要であることについても扱うこと。 
イ (2)については、コンテンツに用いる各種メディ
アの基本的な特徴や、個人情報の保護の必要性につ
いても扱うこと。 
第 3（指導計画の作成と内容の取扱い） 
2(2) 指導に当たっては、コンピュータや情報通信
ネットワークを積極的に活用して、実習等における
情報の収集・整理や、実践結果の発表などを行うこ
とができるように工夫すること。 
●保健体育科（第 2 各学年の目標及び内容） 
〈保健分野〉 
2(4)イ 健康と環境に関する情報から課題を発見し、
その解決に向けて思考し判断するとともに、それら
を表現すること。 

3(3) （略）必要に応じて、コンピュータなどの情報
機器の使用と健康との関わりについて取り扱うこ
とにも配慮するものとする。 
第 3（指導計画の作成と内容の取扱い） 
2(3) 第 2 の内容の指導に当たっては、コンピュー
タや情報通信ネットワークなどの情報手段を積極
的に活用して、各分野の特質に応じた学習活動を行
うよう工夫すること。 

●特別の教科 道徳 
（第 3 指導計画の作成と内容の取扱い） 
2(6) 児童の発達の段階や特性等を考慮し、第 2
に示す内容との関連を踏まえつつ、情報モラルに
関する指導を充実すること。 

●外国語(第 2 各言語の目標及び内容等) 
2(2) 具体的な課題等を設定し、コミュニケーショ
ンを行う目的や場面、状況などに応じて、情報を整
理しながら考えなどを形成し、これらを論理的に表
現することを通して、次の事項を身に付けることが
できるよう指導する。 
ア 日常的な話題や社会的な話題について、英語を
聞いたり読んだりして必要な情報や考えなどを捉
えること。 
イ 日常的な話題や社会的な話題について、英語を聞
いたり読んだりして得られた情報や表現を、選択し
たり、抽出したりするなどして活用し、話したり書いた
りして事実や自分の考え、気持ちなどを表現すること。 
ウ 日常的な話題や社会的な話題について、伝える
内容を整理し、英語で話したり書いたりして互いに
事実や自分の考え、気持ちなどを伝え合うこと。 

3(2)キ 生徒が身に付けるべき資質・能力や生徒の
実態、教材の内容などに応じて、視聴覚教材やコンピ
ュータ、情報通信ネットワーク、教育機器などを有効
活用し、生徒の興味・関心をより高め、指導の効率化
や言語活動の更なる充実を図るようにすること。 

●総合的な学習の時間 
（第 2 各学校において定める目標及び内容） 
3(5) 目標を実現するにふさわしい探究課題につ
いては、学校の実態に応じて、例えば、国際理解、
情報、環境、福祉・健康などの現代的な諸課題に
対応する横断的・総合的な課題、地域の人々の暮
らし、伝統と文化など地域や学校の特色に応じた
課題、児童の興味・関心に基づく課題などを踏ま
えて設定すること。 
第 3（指導計画の作成と内容の取扱い） 
2(3) 探究的な学習の過程においては、コンピュ
ータや情報通信ネットワークなどを適切かつ効
果的に活用して、情報を収集・整理・発信する
などの学習活動が行われるよう工夫すること。
その際、コンピュータで文字を入力するなどの
学習の基盤として必要となる情報手段の基本的
な操作を習得し、情報や情報手段を主体的に選
択し活用できるよう配慮すること。 

2(9) 情報に関する学習を行う際には、探究的な
学習に取り組むことを通して、情報を収集・整理・
発信したり、情報が日常生活や社会に与える影響
を考えたりするなどの学習活動が行われるよう
にすること。第 1 章総則の第 3の 1の(3)のイに
掲げるプログラミングを体験しながら論理的思
考力を身に付けるための学習活動を行う場合に
は、プログラミングを体験することが、探究的な
学習の過程に適切に位置付くようにすること。 

●特別の教科 道徳 
（第 3 指導計画の作成と内容の取扱い） 
2(6) 生徒の発達の段階や特性等を考慮し、第 2 に
示す内容との関連を踏まえつつ、情報モラルに関す
る指導を充実すること。 
●総合的な学習の時間 
（第 2 各学校において定める目標及び内容） 
3(5) 目標を実現するにふさわしい探究課題につい
ては、学校の実態に応じて、例えば、国際理解、情
報、環境、福祉・健康などの現代的な諸課題に対応
する横断的・総合的な課題、職業や自己の将来に関
する課題などを踏まえて設定すること。 
第 3（指導計画の作成と内容の取扱い） 
2(3) 探求的な学習の過程においては、コンピュー
タや情報通信ネットワークなどを適切かつ効果的
に活用して、情報を収集・整理・発信するなどの学
習活動が行われるよう工夫すること。その際、情報
や情報手段を主体的に選択し活用できるよう配慮
すること。 
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［プログラミング教育］：小学校段階のプログラミングに関する学習活動の分類…Ｂ分類 

小学校 第３学年 国語 「人物を考えて書こう」  
●単元のねらい   物語の基本的な特徴を理解し、楽しみながら物語を書く。 
●展開例（一部） 

学習活動 ・指導上の留意点 ☆プログラミング教育との関わり 
１ 本時のめあてを知る。    
２ 前時までに作成したお話マップ（「いつ」
「どこで」「誰が」「何をした」や物語の起承
転結について記述してあるワークシート）を
もとに、プログラミングソフトを使って、物
語のプログラムを作成する。  
３ プログラムしてできた物語を友達とお互い
に読み合い、助言する。  
４ 友達からの助言を基に、文章やプログラム
を見直す。  
５ 本時の学習の振り返りを行う。 

    
・お話マップ（「いつ」「どこで」「誰が」「何をした」や
物語の起承転結について記述してあるワークシート）
について確認する。 
☆プログラミングソフトを活用して、物語を動きある挿
絵として表現する活動を行う。  
・場面のつながりや人物の様子等についてプログラムさ
れているか等について助言させる。  
・友達からの助言を基に、自分のプログラムを見直すこ
とで、場面のつながりや人物の様子等を確認させる。  
・友達にアドバイスをもらったことで作品の変容を実感
し、工夫したところや改善点などを記述させる。       

小学校 第４学年 算数 「垂直・平行と四角形」 
●単元のねらい   直線の位置や四角形についての観察や構成などの活動を通して、直線の垂直や平行の関係、
台形、平行四辺形、ひし形について理解する。 
●展開例（一部） 

学習活動 ・指導上の留意点 ☆プログラミング教育との関わり 
１ 本時のめあてを知る。    
２ 設計図をもとに、ペアでプログラミングソ
フトを使って台形、平行四辺形、ひし形を作
図する。  
３ 図形の特徴とプログラミングの動作を関連
付ける話合いをする。  
４ 作図の手順の数値を替え、いろいろな四角
形の作図を行う。  
５ 本時の学習の振り返りを行う。 

・前時に図形の特徴を調べて作成した設計図（台形、平
行四辺形、ひし形）を振り返り、その設計図をもとに
プログラミングソフトを使って作図することを確認す
る。  
・試行錯誤を繰り返しながら図形をプログラムするため
の課題の図形（台形、平行四辺形、ひし形）を提示す
る。 
・意図した通りに作図ができなかった場合には、図形の
特徴の見落としやプログラミングのミスはないか確認
する。 
☆プログラミングソフトを活用することで、自分たちが
考えた図形を瞬時に表現する。  
・学習を振り返り、垂直や平行、いろいろな四角形につ
いて考えたことを発表させる。 
☆プログラミングソフトを使って作図したさまざまな図
形について、図形を完成させるまでに試行錯誤した経
緯を振り返ることで、作図した図形の特徴を確認す
る。      

６ 授業実践例 
【情報教育との関わり】 
粘り強く試行錯誤しながら自分の考えを具体的に表現したり、その過程で友達と協働的に学んだりする
経験をすることが、課題解決の力を育み、思考力等を高めることにつながります。 
また、手で書くことが困難な図形もコンピュータを使うことで正確にかけることに児童が気付き、コン
ピュータを問題解決に活用することの良さを感じ取らせることができます。 作図した図形のとくちょうをまとめよう。 

【情報教育との関わり】 
文章の構成を考える際は、カードを並び替えて構成の順序を組み立てていきますが、作成した物語を発
表するツールとして、プログラミングソフトを使用し、物語をアニメーション化することで物語の可視化
ができます。 
また、友達からのアドバイスを踏まえて、自分でプログラムを作成して、試行錯誤していくプロセスを
経ることが論理的思考力の育成につながります。 お話マップをもとに自分の物語を書こう。 
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［情報モラル教育］ 
小学校 第４学年 国語「くらしの中の『和』と『洋』を調べよう」 
●単元のねらい  何をどのように比べているかを読み取り、調べたことを目的に応じて引用したり要約したり
することができる。 
●展開例（一部） 

学習活動 ・指導上の留意点  
１ 本時の課題を確認する。    
２ 教材文を読み、課題について考える。    
３ 和室や洋室の部屋の使い方について、引用や要
約を使って自分の言葉でまとめる。 
４ 書いた文章をグループで読み合い、意見を交流
する。 
５ 本時のまとめと振り返りをする。  ・前時までの学習を振り返り、和室と洋室について使い方とい

う視点でよさをまとめていくことを確認する。   
・和室と洋室の使い方について教材文に書かれているよさに

ついて対比構造で表にまとめるようにする。 
・個人で考えた使い方の違いについて全体で話し合わせ、自

分の言葉でまとめるときの手立てとする。 
・著作権を尊重するなど、引用を行う際に気をつけることにつ

いて確認する。 
・グループで読み合い、分かりやすいと思った工夫やよりよく

するためのアドバイスなどについて意見交換する。 
・対比されている内容を比べながら、引用や要約をすると分か

りやすいことを確認する。 
 

 

 

 

 

中学校 特別活動 ※道徳（B 主として人とのかかわりに関すること）での取り扱いも可能 

●題材目標  現実社会とネット社会におけるコミュニケーション手段としての道具の使い方を考え、相手
を思いやる心やモラルのある対人関係方法、ネットワークの公共性を意識して行動する態度を

身に付ける。 

●展開例（一部） 

学習活動 ・指導上の留意点 

１ 本時のねらいを知る。 

 

 

 

２ 導入動画を視聴し学級全体で話し合う。 

 

 

 

３ 「先生」「親しい大人」「先輩」「親・兄弟姉妹」「同

世代」「親友」「後輩」の７つの対象に対しては、

「対面の会話」「手紙」「メール」「ＳＮＳ」の４つ

の手段をどう使うかを考える。 

４ 班毎に考えを発表し合い、様々な考えを知ると共

に同じ世代でも価値観が異なることに気付く。 

５ 解説教材を視聴し、インターネット時代に適切
なコミュニケーションを行う上で大事なこと、必

要なルールやマナーを知る。 

６ 授業を受けて、学んだこと、新たに知ったことな

どを生かして、「情報モラル私版」を作成する。 

７ 本時のまとめをする。  

・本時のねらいを簡潔に提示し、何を考えるのかを生

徒に意識させる。 

 

 

・話合いを通して、コミュニケーションの手段や内容

は、相手や世代によって異なるのではないか、とい

った自分と他人の考えが同じでないことに気付くよ

うにする。 

・様々な人によって使う目的や使い方、考え方があり、

インターネットには公共性があることにも気付かせ

る。 

・インターネットを介した手段を使うかどうかの判断

は、対象や内容を考慮して自分自身が決めていかね

ばならないことをおさえる。 

・自己ルールを作成することがゴールであるが、イン

ターネットを介したコミュニケーションだけでな

く、幅広く考える必要があること、インターネット

を利用するとしたらどのような点に注意するべきか

に言及するよう生徒に指導する。 

 

 

 

 

 

 

〔文科省委託事業：情報化社会の新たな問題を考えるための教材（教材８）を利用した例〕 

【情報教育との関わり】 
インターネットの便利さを理解して、積極的に活用する姿勢と共に、他者の意見に耳を傾け、相手の環境

や状況に応じたコミュニケーションの道具を選択できる姿勢と力を身に付けさせます。そして、時には使

わない選択もあることについても考えさせます。 インターネット時代の適切なコミュニケーションの在り方を考える 

「和室と洋室の部屋の使い方」を比べて、文章を引用や要約して、そのよさをまとめよう。 

【情報教育との関わり】 
ここでは図書をもとに資料等を作成したりする上で「引用」することが出てきますが、これは情報活用
能力の大切な力の一つといえます。この力は国語の教科の中で身に付けていきますが、関連して引用する
場合に著作権を尊重することについても学びます。このように教科に関連した情報モラルを各教科の中で
身に付けていくことも必要になってきます。 
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知識基盤社会の進展、グローバル化を背景に、Society5.0 の時代を迎える我が国が抱える様々

な課題（少子高齢化、地域経済の活性化等）に対応するためには、ＩＣＴの利活用は必要不可欠

なものとなっている。学校における高速大容量のネットワーク環境（校内ＬＡＮ）と義務教育段

階における一人一台端末の整備について、令和５年度までの実現を目指して、整備を確実に行う

ＧＩＧＡスクール構想の実現が求められている。 

        

        

【ＧＩＧＡスクール構想とは】 
令和時代のスタンダードな学校像として、全国一律のＩＣＴ環境整備を行い、多様な子どもたちを誰

一人取り残すことのない、公正に個別最適化された学びを全国の学校現場で実現させる構想のこと。 
◆事業概要（１）校内通信ネットワーク整備  （２）児童生徒１人１台端末整備 

※（１）（２）とも、文部科学省では２０２３年度末までに各学校において整備する計画を立てている。 

７ 教科等の指導におけるＩＣＴの活用 

 ＩＣＴを活用した授業は、子どもたちへの学習への興味・関心を高め、分かりやすい授業

や子どもたちの主体的な学びを実現し、確かな学力の育成につながります。また、「主体的・

対話的で深い学び」（アクティブ・ラーニング）の視点からの授業改善においても極めて有効

なものとなります。 

 子どもたちが２１世紀を生き抜く力を身につける上で、ＩＣＴの特性を生かし、これま

での一斉授業から、子どもたち一人一人の能力や特性に応じた学びや、子ども同士が教え

合い学び合う協働的な学びなど、新しい学びを創造し、教育の質の向上を図ることが求め

られています。 

〔令和元年度補正予算「GIGA スクール構想の実現」に関する説明資料 引用〕 

Ａ 
Ｂ 
Ｃ 学習場面に応じた 
ＩＣＴ活用の分類例

表示（次ページ） 
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◇◇ＩＩＣＣＴＴをを効効果果的的にに活活用用ししたた学学習習場場面面のの１１００のの分分類類例例  
【学習場面の分類に当たって】 
教科等の指導でＩＣＴを活用する際の活用主体としては、１）教師が活用する、２）児童生徒

が活用するという二つが考えられる。１）は教師が学習指導の準備や評価のためにＩＣＴを活用

したり、授業においてＩＣＴを活用したりすることなどであり、２）は児童生徒が授業等でＩＣ

Ｔを活用することである。各教科等においてＩＣＴを活用する際には、学習過程を踏まえること

が重要である。        
【学習場面に応じたＩＣＴ活用の分類例】 
ＩＣＴを効果的に活用した学習場面は、Ａ「一斉指導による学び（一斉学習）」、Ｂ「子どもた
ち一人一人の能力や特性に応じた学び（個別学習）」、Ｃ「子どもたち同士が教え合い学び合う協
働的な学び（協働学習）」の３つの分類例に分けることができると考えられる。これら３つの分
類例を更に細分化すると、１０の分類例に分けられる。（Ａ１～Ｃ４までの１０分類） 
（１）一斉学習（教師による教材の提示）（Ａ１） 
例えば、教師が教材を提示する際に、大型提示装置や学習者用コンピュータに、画像、音
声、動画などを拡大したり書き込みながら提示したりすることにより、学習課題等を効果的
に提示・説明することができる。 
また、学習者用コンピュータや大型提示装置を用いて、動画・アニメーション・音声等を
含む指導者用デジタル教科書・教材を提示することにより、子どもたちの興味・関心の喚起
につながるとともに、学習活動を焦点化し、子どもたちの学習課題への理解を深めることが
できる。 

（２）個別学習（Ｂ１～Ｂ５） 
①個に応じた学習（Ｂ１） 
例えば、一人一人の特性や習熟の程度などに応じて個に応じた学習を実施するに当たり、
個々の特性に応じてカスタマイズできる学習者用デジタル教科書や、習熟の程度や誤答傾向
に応じた学習者向けのドリルソフト等のデジタル教材を用いることにより、各自のペースで
理解しながら学習を進めて知識・技能を習得することが挙げられる。また、発音・朗読、書
写、運動、演奏などの活動の様子を記録・再生して自己評価に基づく練習を行うことによ

８ ＩＣＴを効果的に活用した学習場面 
単にＩＣＴ機器を指導に取り入れれば、 情報活用能力が育成されたり、 教科等の

指導が充実したりするわけではありません。各教科等において育成すべき資質・能力

を見据えた上で、各教科等の特質やＩＣＴを活用する利点などを踏まえて、ＩＣＴを

活用する場面と活用しない場面を効果的に組み合わせることが重要です。 
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り、技能を習得したり向上させたりすることが可能となる。この際、デジタルポートフォリ
オを活用して記録したり、自己評価を行ったりすることも考えられる。 

②調査活動（Ｂ２） 
例えば、インターネットやデジタル教材を用いた情報収集、観察における写真や動画等に
よる記録など、学習課題に関する調査を行うことが挙げられる。 
学習者用コンピュータ等を用いて写真・動画等の詳細な観察情報を収集・記録・保存する
ことで、細かな観察情報による新たな気づきにつなげることができる。また、インターネッ
トやデジタル教材等を用いたり、専門家とつないだ遠隔学習を通じて、効率のよい調査活動
と確かな情報収集を行うことで、情報を主体的に収集・判断する力を身に付けることができ
る。この際、インターネット等で得た情報に記号や番号等を付してソートし整理したりする
ことも考えられる。 

③思考を深める学習（Ｂ３） 
例えば、シミュレーションなどのデジタル教材を用いた学習課題の試行により、考えを深
める学習を行うことが挙げられる。試行を容易に繰り返すことにより、学習課題への関心が
高まり、理解を深めることができる。また、デジタル教材のシミュレーション機能や動画コ
ンテンツ等を用いることにより、通常では難しい実験・試行を行うことができる。 

④表現・制作（Ｂ４） 
例えば、写真、音声、動画等のマルチメディアを用いて多様な表現を取り入れた資料・作
品を制作することが挙げられる。写真・音声・動画等のマルチメディアを用いて、多様な表
現を取り入れることにより、作品の表現技法の向上につなげることが可能となる。また、個
別に制作した作品等を自在に保存・共有することにより、制作過程を容易に振り返り、作品
を通した活発な意見交流を行うことが可能となる。 

⑤家庭学習（Ｂ５） 
例えば、学習者用コンピュータを家庭に持ち帰り、動画やデジタル教科書・教材などを用
いて授業の予習・復習を行うことにより、各自のペースで継続的に学習に取り組むことが可
能となる。また、学習者用コンピュータを使ってインターネットを通じた意見交流に参加す
ることにより、学校内だけでは得ることができない様々な意見に触れることが可能となる。 
（３）協働学習（Ｃ１～Ｃ４） 
①発表や話合い（Ｃ１） 
例えば、学習課題に対する自分の考えを、書き込み機能を持つ大型提示装置を用いてグル
ープや学級全体に分かりやすく提示して、発表・話合いを行うことが挙げられる。学習者用
コンピュータや大型提示装置を用いて、個人の考えを整理して伝え合うことにより、思考力
や表現力を培ったり、多角的な視点に触れたりすることが可能となる。また、学習者用コン
ピュータを使ってテキストや動画で表現や考えを記録・共有し、何度も見直しながら話し合
うことにより、新たな表現や考えへの気づきを得ることが可能となる。 
②協働での意見整理（Ｃ２） 
例えば、学習者用コンピュータ等を用いてグループ内で複数の意見・考えを共有し、話合
いを通じて思考を深めながら協働で意見整理を行うことが挙げられる。クラウドサービスを
活用するなどして、学習課題に対する互いの進捗状況を把握しながら作業することにより、
意見交流が活発になり、学習内容への思考を深めることが可能となる。また、学習者用コン
ピュータや大型提示装置に、クラウドサービスを活用してグループ内の複数の意見・考えを
書き込んだスライドや、書き込みをしたデジタル教科書・教材を映すことなどにより、互い
の考えを視覚的に共有することができ、グループ内の議論を深め、学習課題に対する意見整
理を円滑に進めることが可能となる。 
③協働制作（Ｃ３） 
例えば、学習者用コンピュータを活用して、写真・動画等を用いた資料・作品を、グルー
プで分担したり、協働で作業しながら制作したりすることが挙げられる。グループ内で役割
分担し、クラウドサービスを活用するなどして、同時並行で作業することにより、他者の進
み具合や全体像を意識して作業することが可能となる。また、写真・動画等を用いて作品を
構成する際、表現技法を話し合いながら制作することにより、子どもたちが豊かな表現力を
身に付けることが可能となる。 
④学校の壁を越えた学習（Ｃ４） 
例えば、インターネットを活用し、遠隔地や海外の学校、学校外の専門家等との意見交換
や情報発信などを行うことが挙げられる。インターネットを用いて他校の子どもたちや地域
の人々と交流し、異なる考えや文化にリアルタイムに触れることにより、多様なものの見方
を身に付けることが可能となる。また、テレビ会議等により学校外の専門家と交流して、通
常では体験できない専門的な内容を聞くことにより、子どもたちの学習内容への関心を高め
ることが可能となる。   〔教育の情報化に関する手引き 参照〕 
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【各教科等におけるＩＣＴを活用した教育の充実】 
〔小学校：国語〕 

社会の情報化を踏まえ、国語科で育成を目指す資質・能力を確実に身に付けさせるために、

児童の実態等に応じて、コンピュータや大型提示装置、情報通信ネットワーク等を活用する機

会を設けることは重要である。 
〇学習の見通しをもたせ、興味・関心を高める場面 
各領域の学習の導入段階にＩＣＴを活用することにより、児童に学習の見通しを適切にも

たせ、学習への興味・関心を高めることが考えられる。 
例えば、「Ａ 話すこと・聞くこと」領域において、学習の見通しをもたせるためにスピー

チのモデルを共有するための動画を提示することや、「Ｂ 書くこと」領域において、モデル
となる文章や図、写真などの複数の資料を大型提示装置に提示することなどが考えられる。 
また、「Ｃ 読むこと」領域においては、写真や映像を豊富に収録しているデジタル教科書

を活用して、教材への興味・関心を高めたり、これから学習する内容を概観させたりするこ

とも考えられる。 
さらに、書写の指導においては、拡大提示装置やデジタル教科書を活用することで、毛筆

を使用した点画の書き方への理解を深め、筆圧に注意して書くことを意識させることができ

る。  
〔中学校：数学〕 

数学科の授業においては、数学的な見方・考え方を働かせた数学的活動を通して、数量や

図形などについての基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得し、これらを活用して問題

を解決するために必要な数学的な思考力、判断力、表現力等を育むとともに、数学のよさを

知り、数学と実社会との関連についての理解を深め、数学を主体的に生活や学習に生かそう

としたり、問題解決の過程を評価・改善しようとしたりするなど、数学的に考える資質・能

力を育成することを目指している。そのため、生徒が事象を数理的に捉え、数学の問題を見

いだし、問題を自立的、協働的に解決し、学習の過程を振り返り、概念を形成するなどの学

習活動が充実されるようにすることが大切であり、その際、ＩＣＴ を活用することで、よ
り効果的な場面を設定することができると考えられる。 
〇問題解決の過程を振り返り、評価・改善する場面 
一つの問題について複数の生徒の解答を大型画面で映して、どのような表現がよいかを考

えるなど自分の考えなどを広げたり深めたりする場面を設定することができる。また、１時

間の授業の終わりにその授業を振り返って大切だと思ったことや疑問に感じたことなどをタ

ブレット型の学習者用コンピュータに整理して記録し、一定の内容のまとまりごとに更に振

り返ってどのような学習が必要かを考えることなど学びの深まりをつくりだす場面を設定す

ることもできる。     各教科等における具体的な活用例については、「教育の情報化に関する手引き
（令和元年１２月 文部科学省）」の第４章第３節「各教科等におけるＩＣＴを
活用した教育の充実（Ｐ８４～Ｐ１５１）」を参照してください。 
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